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はじめに出自

 ４９歳　慶大経済学部卒、３０歳から現職

 ２８業種、２００の物流センターを診断、改善指導を
続け、多くの商材、業種、規模に知見あり。
経営レベル物流改革、マーケティング専門

 人材教育書籍『キーワードでわかる物流のしくみ』
＜すばる舎＞

 物流マネージャー書籍『現場でできる　物流改善』
＜日本実業出版＞

 大型実務マニュアル『劇的物流コストダウン』
＜アーバンプロデュース＞ 2004/3予定
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流通環境図
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個別業務フロー
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ＡＢＣ分析
粗利益のＡＢＣグラフ
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ＫＪラベル
現状処理内容と問題の発見

出荷作業の現状

ハンディーで品番のチ
ェックを行う        

品番に必要な属性管理
がシステムでできない
ので手書き管理表を利
用している          

品番体系が長く、識別
に負荷がかかる      

出荷単位が不明（１オ
ーダー複数品番ではな
いか？）            

現品票（１対１）での
作業なので、照合の負
荷を除けば作業は合理
的だ                

納品書には便区分、出
荷指示情報がなく伝票
の突合せに負荷がある

伝票やＰＲＧ作業の流
れに商品を合わせる工
夫が必要            

社員６名パート15名体
制での処理          

ミクロン　という製造
区分があり、在庫表に
反映されない        

システムでは製造区分
を補足できない      

出荷作業の工程

出荷ミスには手書きの
履歴書を証憑として利
用する              

PLD用のプログラムは 
アクセスで管理２万本

品名が細かいので作業
負荷がある          

プロセスが複雑で慎重
さ、精密作業が要求さ
れる                

作業の中断、停滞が見
える                

ＰＲＧ表示はラベル、
スタンプ、刻印の加工
が必要              

不良品やPRG品はベー 
キングという乾燥工程
がある              

工程が長く、特殊で作
業に熟練が必要      

包装もドライパックな
どの種類がある      

PRGが必要な10個以上 
は、場内の別会社へ委
託作業とする        

出荷リードタイム短縮の課題

輸入調達、路線ターミ
ナルに近い事が優位を
もたらす            

路線便締めきり時間を
延ばすことでリードタ
イムを短縮できる    

パート主体のために夕
方は早めに終わる    
深夜早朝への対応がで
きない              

プログラム作業のパー
トが定着しない      
                    

静電防止装置として白
衣、机と腕の接続が必
要                  

現状処理内容と問題の発見
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問題点ステートメント

相関関係因果関係事実と意見

大きな原因があり、症状が出ており目標に届かない
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○ ○
地区別の売上げ、需給、利益、計画がリンクしていないの
で、月次計画に展開された需給表を作成できない ○ ○○

需給調整業務を中心に、各情報の共有化とPDCA
サイクルのスピードアップを定着化して、期計画→
月次展開→日々 必達の運営を行う

○ ○
アイテム別に展開した後に需給表を作成し、工場では生産計
画に連動させているが、営業や調整業務ではこれを利用しな
いので、後追い処理となっている

○ ○○
需給調整業務を中心に、各情報の共有化とPDCA
サイクルのスピードアップを定着化して、期計画→
月次展開→日々 必達の運営を行う

○ ○
○需給表はエクセルで共有化できるが、なぜ計画に連動して
いないのか分からない ○○

情報の共有化を目指すには、業務標準化、意識改
革、使いやすいシステム化が必要

○ ○
期計画の目標と実行案の並列は改善されて１本化された
が、月次計画や需給表への連動という課題が残されたまま
になっている

○ ○○
需給調整業務を中心に、各情報の共有化とPDCA
サイクルのスピードアップを定着化して、期計画→
月次展開→日々 必達の運営を行う

○
アイテム別に展開した後でギャップが出た場合には、無条件
にかさ上げしているので根拠が乏しく、精度が上がらない ○ ○○

アイテム別の収益管理制度を基にした業務体制に
変更するが、工数削減のためのシステム化を進め
る

○
拠点統合・受注集約・物流業務の標準化、システム化などの
諸案があるが、検討が不十分で中長期および実行計画がな
い

○ ○○
物流管理制度の確立とコスト削減目標の明確化を
行い継続的な管理と運営を行う

○
物流企画業務が行われていないので、自社、外部とも集中
化、分散管理化の方針が定まらず、検討が進んでいない ○ ○

物流管理制度の確立

○
物流予算管理制度（物流業績指標）が不明確なので、保管・
配送コスト削減計画が統制・管理されていない ○ ○

物流管理制度の確立

主要課題 基本解決策
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ＰＥＲＴスケジュール

実際の開始 実際の終了

終了予定開始予定

受注〆時間延長対応

実際の開始 実際の終了

２１

販売部門通達

実際の開始 実際の終了

４２

勤務シフト表見直し

実際の開始 実際の終了

２１

受注部門通達

実際の開始 実際の終了

２１

購買部門連絡

実際の開始 実際の終了

３２

作業工程見直し

実際の開始 実際の終了

５２

総労働時間計測

実際の開始 実際の終了

６２

配送コース変更

実際の開始 実際の終了

84

シフト表組み替え

実際の開始 実際の終了

53

工程間の要員配置変更

実際の開始 実際の終了

86

変更確認

実際の開始 実際の終了

128

新体制での運営開始

実際の開始 実際の終了

1412

総労働時間点検



ＢＳＣマップ

職制別個人目標

組織・部門目標

顧客支持目標

財務目標

●処理伝票の効率化（システム化、処理能力、精度）
●就業平均年齢、定着率、教育時間確保、面談回数時間
●システム化効率測定
●物流コストの削減率

●クレーム・事故発生率
●返品処理速度
●延べ運営時間
●受注回数増加率

●出荷物量
●物流コスト比率
●返品処理額
●総労働時間短縮率
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ベンチマークテスト
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物流改善ベンチマーキング表　＜＜抜群に優れた物流評価＞＞各６点　１２０点満点

項目 設問 ＹＥＳ ﾗﾝｸ カテゴリー

1 見学者を歓迎しているか（表示、挨拶、安全、特徴の説明） 1.3.6.11

2
場内のレイアウト、従業員、顧客および取扱商品の情報を分かりやすく提供してい
るか

3.7.10.11

3
社内外顧客への満足思想（ＣＳ）と安全に関する評価や目標が分かりやすく掲示さ
れているか

1.3.7.10.11

4 施設は安全で、清掃かつ整理整頓されており、照明は十分か 2.11.

5 見て分かる管理や表示で、工程や作業の内容が分かるシステムがあるか 3.4.6.7.8.9.10

6 あらゆるモノに専用の場所があり、その場所に置かれているか 2.3.5.6.8.

7 最新の作業目標と実績評価が目立つところに掲示されているか 3.4.7.9.10.11

8
生産性、品質、安全および問題解決状況について、実績を示すデータ、グラフが掲
示されているか

3.4.9.10.11

9
現在の稼動や勤務、運行状況が、事務所にある掲示板ボード、あるいは情報システ
ムで確認できるようになっているか

3.4.5.9.10.11

10
作業や人員、工程のスケジュール、タイムチャート管理が見てわかるようになって
いるか

3.4.9.10.11

11
モノを運ぶのに最短の距離を１回動かすだけですんでいるか。適切な器具、マテハ
ン、器で効率よく運ぶことができるようになっているか

5.6.7.

12 場所や方向を示すロケーション表示が目に付きやすいところに掲示されているか 3.5.8.

13
作業チームがそれぞれによく訓練されており、問題解決と継続的な改善に関わって
いるか

7.9.10..

14 管理者は継続的な改善を進めているように感じられるか 7.11.

15 保守整備が必要な機材、マテハン、ツールに点検予定表が付属しているか 3.8.

16
新しい取扱商品や新しい業務を開始するのに目標や生産性、期限を定めた効果的な
プロジェクトマネジメントが行われているか

4.7.9.

17 納品業者、協力会社に対して、品質と基準を定める評価項目があるか 1.3.7.11

18
事故やミスの代表的な原因が示され、欠陥や再発を防止するためのフェールセーフ
システムがあるか

2.3.7.9.10.11

19 運営の業績を記録報告管理するレポートは定期的に発行されているか 7.10.11

20 あなたは、この現場から学ぶべきことを見つけられたか 1.2.3.6.7.11

ＹＥＳの数 点



みずほ総研（東京）３月１６日実践セミナー

すべて改善成果に基づく実践指導
現場でできる『物流改善・コスト削減』あの手この手
どの会社でもお悩みの物流現場の問題解決： 30問 30答 

１．物流コストを減らすには
　　
２．物流拠点を縮小・統合するには　

３．物流を上手に外部委託・アウトソーシングするには
　　
４．物流で在庫を減らすには　

５．物流作業のスピードを上げるには　

６．輸配送業務のスピードアップとコストダウン
　


